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1. はじめに 

 岩手県の地方鉄道である三陸鉄道は，全長

163km の日本で一番長い第三セクター鉄道であり，

平成 31 年 3 月に久慈駅-盛駅間が全線開通した 

[1].平成 22 年の乗客数は約 85 万人だったが東

日本大震災の影響により平成 23 年には約 30 万

人にまで減少した[2]．乗客数を増やすために観

光車両の導入，地域資源を活用した企画・イベ

ント列車の運行等により，令和元年 4 月～8 月期

の乗客数は 49 万 4,582 人となり前年同期と比較

し 102.8％増加した[3]．その内，観光目的での

利用者は 24 万 2,219 人（前年同期比 109.1％

増）となっている．今後も継続して三陸鉄道利

用者を維持・拡大するためには，沿岸地域の観

光スポットへの接続を考慮し，旅行者のニーズ

に適合した周遊計画を推薦するシステムが必要

である． 

本研究では，三陸沿岸地域の観光スポットに

対してアンケート調査を行い，その結果から再

度訪問する価値を示すリピート率と，それを含

んだ魅力度を定義した．次に，三陸鉄道やバス

の時刻表も合わせて魅力度の高い順に観光地を

日帰りで周遊する旅行計画作成支援システムを

提案する． 

 

2. システム概要 

 本システムは，三陸沿岸の交通拠点となる久

慈，宮古，釜石のいずれかを出発地および帰着

地とし，三陸鉄道を用いて日帰り旅行をする計

画を対象とする．宿泊旅行については日帰り計

画の応用で作成できると考える． 

図 1 に提案するシステム利用の流れを示す．

旅行者は入力画面上で，①出発駅(=到着駅)，②

出発時刻，③到着時刻，④観光ジャンルの 4 項

目を入力する． 

周遊する観光スポットは，TripAdviser[4]の

中の「人気のある観光スポット」から上位 3 位

を対象とし，これらを「自然」，「人工物」， 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

「グルメ・ショッピング」の 3 つのジャンルに

分類して観光スポット DB に登録する．当面は，

自然観光のジャンルをのみを周遊する旅行計画

を作成することとした．旅行計画作成には，周

遊する観光スポットの他に三陸鉄道やバス時刻

表を考慮する必要がある．周遊する観光スポッ

トは時間の制約があるため，魅力度の高い順に

回るのが良いと考えた．次に魅力度の定義とそ

れを求める方法を提案する．  

 

3. 魅力度の定義 

 魅力度を決める要素として，知名度，興味，

経験が関連すると考えられる．このことを考慮

し，令和元年 11 月 15 日から 11 月 29 日の期間

で岩手県立大学関係者(主に学生，有効回答数

446 人)を対象にした三陸沿岸地域の観光スポッ

トに関するアンケート調査を行った．項目は

「知っている」，「行ったことがある」，「行

ってみたい」の 3 項目に対して「はい」，「い

いえ」，の 2 択（「行ってみたい」のみ「わか

らない」も含めた 3 択）で回答してもらった．

表１にアンケートの回答と魅力度の関係を示す． 
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表１ アンケートの回答と魅力度の関係 

図 1 システムの流れ 
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A のように全て「はい」と回答した場合は，一

度訪れており，もう一度訪れたいとして，魅力

度を大にする．B は観光スポット名を知っている

が，行ったことはないが，行ってみたいという

興味があるため魅力度を中にする．C は観光スポ

ット自体知らないが，行ってみたいという興味

があるため魅力度を小とする．D のように行きた

くないという場合は魅力度が 0とする． 

 次にアンケートの結果から，リピート率を求

める．リピート率はその観光スポットに再び行

きたい旅行者，もう行きたくない旅行者の割合

を表し，再び行きたい旅行者の割合が 100％の場

合は 1，もう行きたくない旅行者の割合が 100％

の場合は‐1，同じ数の場合は，0 とする．すな

わち，A を「行ったことがあり，もう一度行きた

い」と答えた人数，B を「行ったことがあるが行

きたくない」と応えた人数とし，式(1)で求める． 

 

(1) 

 

 

この式で，A＞B の場合，リピート率はプラス

（最大 1），A＜B の場合はマイナスになる（最

小-1）． 

リピート率は行ったことがある人による評価

であり，訪問経験者を対象に，魅力度の重みが

１～3 になるように組み込んだ（表１）． 

 

観光スポットごとに獲得した①～③の実数に

重みを掛けた値を合計し，それを魅力度と定義

した．算出結果の一例を表 3に示す.  

 

上記の魅力度と電車・バス時刻表データを用

いて，現実的な旅行時間の中で優先順位の高い

順に周遊する旅行ルートの例を図 2に示す． 

 

 

 

 

 この提案手法によって得られた自然観光コー

スの旅行ルート数は，久慈，宮古，釜石を拠点

とする場合，それぞれ，3，3，3 であった．現在，

人工物，グルメ・ショッピングを含めた旅行コ

ースの作成方法について検討中である． 

 

4. おわりに 

本研究は，三陸鉄道の継続的な利用者の維

持・増加を図るために，久慈，宮古，釜石のい

ずれかを拠点とした日帰り周遊観光計画を作成

するシステムを提案した．このシステムは，電

車・バス時刻表データを用いて魅力度の高い順

に周遊するルートを提案することができる．こ

こで，ルート作成に必要な魅力度を求めるため，

三陸沿岸から選出した観光スポットに対してア

ンケート調査を行った．次に，アンケートから

得られたデータを基に，リピート率と魅力度を

算出する方法を提案した．今後は，三陸鉄道

(株)様にシステム，およびシステムによって作

成された旅行ルートの妥当性について評価して

いただき，その後，システムの設計に必要な改

良を加えて実装を行う．さらに，システムから

得られた価値の高い周遊計画についてはモデル

コースとして三陸 DMO[5]等に提案する予定であ

る．本研究は JSPS 科研費 19K12582 の助成を受

けたものです． 
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表 2 魅力度の重み 

表 3 魅力度の算出例 

図 2 旅行ルート例 

（久慈拠点，自然観光コース） 

➀行ったことがあり，

　もう一度行きたい
×(2＋リピート率)

②知ってて行ってみたい ×2

③知らないが行ってみたい ×1
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